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長浜市川道町で古材で（新築）建ちました。まだまだ使える古材です。

　前回ご紹介した古材が、足元や現場に合わせた寸法で、

無事収まりました。晒しと紙で養生して有るのが全て欅

材で残りは地松材です。おそらく原木から製材して製品

になって80年は経っているでしょう。今が強さの始まり

で100年は続きそして少しづつ強度は落ちていきます。こ

こに長年培った職人の知恵と技とが合致して日本建築の

始まりです。このように書くと皆さんから良く聞くのが

高くつきそう？坪単価、m2単価で言うと高くつく様に感じ

ますが、実際にはそんな事には成らないですよ。まだまだ

いい古材は有りますので、一度こう言った住宅も考えて見

て下さい。

　9月に甲賀市で素晴らしい古民家を解体してきますから

一部公開します。

古材で新築！！

匠の技通信＜21号＞

　築60年高塀、門付きです。大きさは田の字型で６畳４間

玄関８畳、水回り１０畳、両縁、床仏間。材質ですが主柱

が欅、平物はすべて地松材で無地スゴイ！

綺麗に外し持って帰って来ます。興味のある方ご連絡くだ

さい。　                　090-8938－4016　大森まで

　玄関横の腕木です。どうですかこの仕事、プロ中のプロ

にしか出来ませんよ。おまけに黒壁仕上げ！参りました！

滋賀県湖北地方には無い工法で、奈良や三重の県境でよく

見かけます。一時代を築き上げた棟梁様達に感謝していま

す。この古民家を再現できたら最高ですね。

　神社仏閣はまた違った物ですが、一般住宅にここまで手

の凝った手法は中々ないと思います。

私も一度挑戦し真似は出来たが、最初に考えた棟梁様は偉

い人です。ぜひこの古材を使って循環型建築社会の構築で

す。

　最近、古民家の再築や活用方法のお話しが増えてきました。若い人たちにも理解されつつ有り
受け入れてくれる方が大勢います。建てては壊すそんな住宅業界にはけじめをつけて、いいもの
は残し活用！住宅業界だけではなくどの業界も＜手間を惜しまずコツコツ>と行きましょう。

代表　大森敏昭



今日の職人集団！たのみまっせ～
朝一番にお神酒をよばれ、気持ちを新たに頑張ります。

最近はめっきり減った、組お越しの始まりです。

　上手くいきますように。不安と感動が入り混じって

時間が過ぎていきます。大丈夫ですよ細工は流流

仕上げを御覧…

　今回の仕事は、取合いニ箇所で車庫と隠居。つまり

床高が違い屋根は同じ高さにしなければいけません。

おまけに古材を流用。はっきり言ってプロ中のプロにし

か出来ません。　　　よって免許皆伝！

祝・新棟梁の誕生です。

　地棟に名を書いておられます。親子二代に渡っての普請！

いいですね～

　お爺ちゃんは御年91歳！でこの筆さばき。世の中にはスゴ

イ人がまだまだおられます。サクサクと本当に凄い！

職人全員脱帽です。




